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自治労北海道本部女性部

６
月
16
日
〜
17
日
、
女

性
部
長
・
女
性
担
当
者
会

議
を
開
き
86
単
組
・
総
支

部
、
122
人
が
参
加
し
た
。

道
本
部
蒲
池
財
政
局
長
、

来
賓
の
広
田
道
議
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
ア
ー
ク
ス

グ
ル
ー
プ
労
連
事
務
局
次

長
・
連
合
北
海
道
女
性
委

員
会
委
員
長
の
山
田
悦
子

氏
よ
り
「
女
性
が
イ
キ
イ

キ
と
働
き
続
け
る
た
め
に

〜
女
性
発
信
！
輝
き
宣
言
！

〜
」
と
題
し
、
講
演
を
受

け
た
。
（
道
本
部
Ｈ
Ｐ
に

も
掲
載
）

講
演
で
は
、
自
身
の
経

験
を
通
し
、
新
人
社
員
の

教
育
を
行
う
よ
う
に
な
る

ま
で
の
過
程
や
相
手
の
立

場
に
立
ち
、
そ
の
人
に
と
っ

て
何
が
必
要
か
見
極
め
相

手
の
こ
と
を
思
い
や
る

「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
サ
ー
ビ

ス
」
の
大
切
さ
、
「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」
に
必
要
な

能
力
は
知
識
、
技
術
そ
し

て
人
柄
で
あ
る
こ
と
、
褒

め
る
7
割
・
叱
る
3
割
が

基
本
で
あ
る
こ
と
「
ス
ト

レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
に

は
ダ
ウ
ン
す
る
前
に
休
養

を
、
手
軽
な
リ
ラ
ッ
ク
ス

法
を
身
に
つ
け
る
等
、
こ

れ
か
ら
の
女
性
部
活
動
や

職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
参
考
に
な
る
お

話
を
い
た
だ
い
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
今

後
の
活
動
の
取
り
組
み
に

生
か
し
た
い
」
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
さ

を
学
ん
だ
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

地
本
、
単
組
・
総
支
部

か
ら
は
18
人
が
発
言
。
団

体
交
渉
に
女
性
執
行
委
員

が
参
加
し
、
時
間
単
位
で

つ
わ
り
休
暇
生
理
休
暇
の

取
得
を
妥
結
し
た
石
狩
市

職
労
の
取
り
組
み
、
中
標

津
町
労
連
で
は
病
院
職
場

で
の
独
自
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
り
問
題
点
を
洗
い
出
し

権
利
を
獲
得
で
き
た
な
ど

の
報
告
、
職
場
改
善
実
態

調
査
、
権
利
実
態
調
査
の

結
果
を
取
り
組
み
に
い
か

し
、
権
利
手
帳
の
見
直
し

や
独
自
要
求
に
つ
な
げ
る

な
ど
自
分
た
ち
の
実
態
に

合
っ
た
取
り
組
み
の
報
告

が
さ
れ
た
。

分
散
会
で
は
、
職
員
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
・
採
用
が
無
い
時

期
が
あ
り
役
員
の
人
材
不

足
・
組
合
活
動
は
情
報
交

換
で
き
職
域
を
超
え
て
話

を
す
る
こ
と
で
業
務
に
お

い
て
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に

お
い
て
も
役
立
つ
情
報
が

得
ら
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
展
開
し
た
。

最
後
に
戸
村
女
性
部
長

か
ら
、
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
ブ

バ
ラ
ン
ス
の
推
進
は
女
性

に
限
っ
た
問
題
で
は
な
く
、

男
性
に
と
っ
て
も
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
実
態
に
あ
っ

た
制
度
の
拡
充
と
、
権
利

を
有
効
に
活
用
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
、
女
性

自
ら
発
信
し
て
い
く
姿
勢

で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」

と
ま
と
め
た
。

発
言
・
分
散
会

7
割
ほ
め
て

3
割
叱
る
！

部
長
ま
と
め

▲真剣な表情で講演・提起を聞く参加者。全道から122人の女性
組合員が集まった。右下写真は講師の山田さん＝2012年６月16
日札幌市・自治労会館

▲分散会では「名刺交換」を行い、議論の円滑化をはかった。＝

2012年６月17日札幌市・自治労会館
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中
央
集
会
に
道
本
部
女
性

部
か
ら
参
加
し
て
き
て
い
ま

す
。
参
加
者
の
み
な
さ
ん
か

ら
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
年
に

数
回
の
貴
重
な
機
会
で
す
の

で
、
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

随
時
、
道
本
部
幹
事
を
通

し
て
参
加
要
請
し
ま
す
の
で
、

要
チ
ェ
ッ
ク
で
す
！
！

日頃より女性部運動の推進

にご尽力いただきありがと

うございます。私も、道

本部に着任して４ケ月が

たとうとしています。

この間、四役、道本部幹

事のみなさん、そして全道

のみなさんに助けていただき

ながら運動を進めてきました。

今後も、力不足だったり至らないことも多々ある

ことかと思いますが、女性部長としての役割をしっ

かりと認識し、少しでも女性が働きやすい職場づ

くりに向けてみなさんとともに頑張っていきます。

よろしくお願いします！（女性部長 戸村のぞ美）

産業建設課農業担当に

なり、デスクワークに

加え、時々つなぎを着

て牛舎を回っています。

牛舎にズンズン入って

いく姿勢を農家の方か

ら評価されますが、道

本部時

代の仕

事に比べたら…ですね（笑）。

３年間みなさんお世話にな

りました。これからもよろ

しくお願いします！

（占冠村職・上島早苗）

ちなみに…産休・育休でお休みして

いた高山書記が4月から職場復帰し

ています。よろしくお願いします！

2012年４月21～22日、東京都・自治労会館他

で開催され、全国から約170人が参加。【１日

目】基調講演「ＪＡＬ不当解雇とたたかう」講

師／鈴木圭子さん（ＪＡＬ客乗不当解雇撤回原

告団）。その後、５つの分科会に分かれ、北海

道から参加の二人がそれぞれの分科会で発表し

た。【２日目】「被災地からの報告」として、

宮城県気仙沼市職労から報告。記念講演「働く

女性の母性保護」講師／医学博士・佐々木静子

さん。「50周年記念レセプション」も行われた。

道本部女性部から、戸村女性部長、古川（美瑛

町職）、村上（富良野市労連）が参加した。

村上浩美さん（富良野市労連）からの感想
各県本部の取り組みを知ることができ学習になっ

た、また自分のからだを大事にすることの意義

を改めて感じた。今集会で女性がはたらく上で

の悩みや問題を共感できたと思う。

古川明子さん（美瑛町職）からの感想
ＪＡＬの講演で、大企業の経営破たんによって

労働者が大きな犠牲払っていることを知った。

分科会では、意見交換したことで広い視野で情

報を判断することが大切だと思った。

2012年５月２～３日、東京都・自治労会

館で開催。【１日目】講演「憲法改悪のね

らいと職場の民主主義」講師／梶村晃さん

（九州沖縄平和教育研究所）。【２日目】

３県本部からのたたかいの報告・集約（街

頭行動は悪天候のため中止）。引き続き、

「憲法施行65周年記念集会」に参加し、シ

ンポジウム「サンフランシスコ条約締結60

年 今、日本は！ ―日米・日中関係から

考える―」。

道本部女性部から、戸村女性部長、福士

（全道庁胆振）、酒井（喜茂別町職）が参

加した。

福士尚子さん（全道庁胆振）からの感想
自国にも関わらず憲法に対して非常に無知

であったと気づかされました。シンポジウ

ムで聞いた江端さんの平和の海構想が素敵

だと思った。報道はどこかねじ曲がって、

政府側に立つ学者も危ない。今後とも平和

な国を切望して長い歴史を見てきた先輩方

の話をもっと聞き、周囲の人たちにも伝え

ていかなければならないと感じた。

報告遅くなりましたm(_ _)m


